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集団における母親の体験・認識・行為の変化一心理劇を介しｒ一一

○黒田淑子　野並美雪　桝田智子
（お茶の水女大）

目的　この研究は，親子関係を支える自主的な集団活動に，心理劇をどのように活用し

ていけるかを探究し，参加者の母親の変化を軸に，その効果，留意点を明らかにすること

である。1995年の日本心理劇学会の設立を節目に，心理劇の共通性・類似性を把握しつつ，

多様な心理劇の実践研究が活発になってきているが，本研究は家政学・生活科学における

｢ 日常生活にひらかれた｣ 心理劇の活用の連続研究に位置づけて行っているものである。
方法　1991～1996 年度お茶大乳幼児集団研究会，児童集団研究会における親グループの

活動資料・40 セッションを取り上げ，心理劇を活用した集団活動の状況演出の過程にそっ

て，実際の活動内容，集団の人間関係の変化と対応させながら，母親の体験，認識，行為

の変化：一般的な傾向及び個々の独自な変化を明らかにする。
結果および考察　親グループにおいては, PJ.下の４つの状況演出を組み合わせたセッシ

ョンが繰り返し行われており，それぞれに異なる参加の仕方を通して，母親には次のよう

な変化がみられる。D 心理劇のウォーミング・アップ：役割行為の可能性のひろがり，想

像しつつ創造する体験，異なる自他の認識他.   2)問題提起・集団討論：日常生活における
問題の認識，問題を媒介とする自己の表明，人と話し合う基礎体験他.   3)問題・課題の心

理劇及び共有・集団討論：関係状況における問題の解明，問題解決のヒントの探索，心理

劇・役割演技による重層的な人間関係体験，自己理解・他者理解の深まり他,   4)集団のま

とめ・個々のまとめ：話し合いを基盤とする課題の展開，あるいは予測性の心理劇による

新たな関係の構築，日常生活のかかわり方につながる自己の発見・洞察他。

1 Na-4 子どもの運搬における身体的負担
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〈目的〉ヒトの子どもは、生後約１年までは移動の際に運ばれる必要性がある。子どもの

体重は、出生時の約3  kgから歩行を獲得する１歳前後のおよそ10kgにまで増加し、子ども

を連れて移動する際には、たくさんの子どもの荷物も運ばなければならない。これらのこ

とから、子どもの運搬は、身体的に負担がかかるのではないかと思われる。そこで本研究

では、子どもの運搬における身体的負担を明らかにしようと、次の調査、実験を試みた。

〈方法〉はじめに、実際の子どもの運搬方法を知るために、東京駅構内で子ども連れ242組

の野外調査(写真撮影)をした。次に、野外調査から得た結果から、1996年4～6月女子大学

生16名(立位6名、歩行10名)により、10kg乳児ダミーの運搬 く①たっこ(腕)②たっこ(用具)

③おんぶ(用具)〉を行い心拍数測定、02消費量からエネルギー代謝率(RMR)を算出した。

最後に、乳児をもつ母親のおんぶ、だっこについての実際、意識等を知り実験、調査との

関わりを見るために子どもの運搬についてのｱﾝｹｰﾄ調査を行った。

〈結果〉今回の実験調査から、おんぶ(用具)については、身体負担は軽いが(RMR2.8)あま

り行われていないこと、またそ､の理由、だっこについては、だっこ(腕)(RMR3.7)次いでだ

っこ(用具)(RMR3.1)は身体負担が重いこと、それにもかかわらずよく行われていること、

さらにその際の疲れる身体部位などが明らかになった。
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